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退職教員からのメッセージ
岩手県立大学幼稚園教職課程8年の軌跡
咲　間　まり子
族から核家族へという家族形態の変化や、地域共同体
の変化等は、家庭生活や子どもの育ちに大きな影響を
もたらしてきています。青少年による憂慮すべき悲惨
な事件の発生やいじめ・虐待問題など多くの課題を社
会に投げかけ、あらためて乳幼児期の在り方が重要視
されてきています。
　それらを背景に、保育のあり方も対応の仕方も当然
変わらざるを得ない状況が出てきました。保育者養成
においても、時代のニーズに沿った多様な保育サービ
スに対応することのできる質の高い保育者の養成が求
められています。いわゆる、ソーシャルワーカー的な
保育者が地域では求められているのです。
　岩手県立大学社会福祉学部だからこそ、これら必要
な資質や技能を身に付けさせられると考えて教えて参
りました。
　ご指摘のあったピアノについては、非常勤講師の先
生に講義の無い時間帯に教えて頂けるようお願いをし
て快諾を得られました。制作面では、現場の先生をコ
メンテーターとしてお呼びして、様々な制作物に挑戦
してきました。
　お忙しい中、学生を受け入れていただいた県内外の
実習先関係者のみな様の辛抱強いご指導もあって、そ
の成果が少しずつ出てきているように感じられます。
心からお礼を申し上げます。
　平成27年４月から子ども・子育て支援新制度の実施
が予定されており、国・地方自治体において新制度に
向けた準備が進められておりますが、その中でも、質
の高い幼児期の教育・保育の提供を求められています。
さらに、核家族の進行、親の価値観の変化により家庭
のライフスタイルが多様化し、子どもを取り巻く環境
の変化による多様な保育ニーズに対応していくことが
重要となります。それはそこで働く幼稚園教諭・保育
士にも言えることです。保育者の安定的な確保・定着
のためにも、早急にキャリアを評価する仕組みを整え
ることが大切になってきます。同時に保護者において
も、子育てに対する負担や不安、孤立感を和らげ、子
育て支援や地域における育児力の向上のための取組、
また「ワーク・ライフ・バランス」の実現が求められ
ます。幼稚園・保育所に働く保育者にとっても、そこ
を利用する保護者にとっても、働き方を含めて「ワー
ク・ライフ・バランス」が必要です。保育の質の向上
は人が作り上げるものです。子育てや子どもの成長に
喜びや生きがいを感じることができるような支援、働
きやすい環境、これらが人を成長させ、保育の質の向
上につながると考えます。
　平成27年４月から始まる岩手県立大学幼稚園教職
課程９年目は、単に幼稚園教諭を育てるだけではなく、
これらを見据えて、質の高い幼児期の学校教育・保育
の総合的な提供として、幼稚園と保育所の良さをあわ
せ持つ「認定こども園」に対応できる保育者養成とし
てスタートさせる必要があります。
　私自身岩手県立大学での幼稚園教職課程の８年間の
教育は、反省すべき点が多く、私の心がけていたこと
がどのくらい学生に伝わったのか分かりません。
　アメリカのJ.P.ギルフォード博士は「得た知識を自
分で考え、形に表現する総合的な力「知能」を育てる」
ことが教育であると考えました。知能を育てるには、
子ども自らが自発的に、やる気を持って取り組むこと
が何より重要です。子どものやる気を引き出せる、そ
んな教育者（保育者）を育てていってほしいと願います。
　最後になりましたが、この８年間、幼稚園教職課程
実施にあたりまして、かけがえのない教育の場を与え
てくださいました実習先の教職員のみな様、公私にわ
たりご指導、ご鞭撻を賜りました社会福祉学部の教職
員の皆さまに心よりお礼申し上げます。皆さまのお力
沿いで今日まで勤めることができました。ありがとう
ございます。
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